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生体内では絶えず死細胞が生じているが，これらを効率的に除去することが

病気や身体に与える影響はわかっていない．われわれは，アポトーシス細胞を

特異的かつ効率的に除去する新規キメラ受容体（BELMO, TELMO）の構築

に成功した．これらキメラ受容体発現マウスとアデノ随伴ウイルスを用いて，

死細胞貪食の促進が3つの炎症性疾患モデルに対して飛躍的な治療効果を示

すことを見出した．また，死んだ細胞の蓄積は実に多くの疾病で観察される．

がん微小環境形成や神経変 性疾患などで，エフェロサイトーシスと，その促

進や 疾病応用が研究されることも期待される．エフェロサイトーシスの疾病

への関与や，さまざまな生命現象へ の重要性をさらに理解するために，エフ

ェロサイトーシスを効率的に抑制するシステムや，数あるPS受容体のレポー

ターシステムの開発についても紹介したい。 
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